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誰
の
た
め
の
協
働
な
の
か
。
今

一
度
、
一
人
一
人
に
自
分
事
と
し

て
考
え
て
ほ
し
い
―
。

　

急
激
に
加
速
す
る
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
な
ど
は
、
行
政
が
直

面
す
る
喫
緊
の
課
題
。
し
か
し
、

人
口
は
合
併
以
降
、
１
万
人
以
上

減
少
。
行
政
単
独
の
取
り
組
み
で

は
、
解
決
で
き
な
い
レ
ベ
ル
に
ま

で
及
ん
で
い
る
。「
こ
れ
か
ら
の

公
共
」
は
、
行
政
の
担
っ
て
き
た

分
野
に
も
市
民
の
活
力
を
生
か
し

て
い
か
な
け
れ
ば
、
発
展
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

つ
ま
り
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
な
く
し
て
は
、
登
米
市
の
発

展
は
望
め
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
意
志
を

尊
重
し
、
多
く
の
参
加
を
促
し
て

い
く
。
そ
の
知
恵
と
力
を
、
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く

協
働
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
重
要

だ
。

　

シ
ス
テ
ム
構
築
と
い
っ
て
も
、

新
し
い
も
の
を
作
り
出
す
の
で
は

な
い
。
登
米
市
に
は
、
多
く
の
地

域
資
源
が
あ
る
。
市
民
の
知
恵
と

活
力
、
民
間
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
を
服
に
見
立
て
、
条
件
、
状
況

に
合
わ
せ
て
組
み
合
わ
せ
る
。
協

働
と
い
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
、
地

域
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
企
業
、
民
間

団
体
、
行
政
、
登
米
市
に
関
わ
る

全
て
の
人
た
ち
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
て
い
く
。
既
成
概
念
に
捉
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
良
い
も
の
は
取

り
入
れ
、
う
ま
く
な
い
点
は
、
随

時
修
正
し
て
い
く
。
登
米
で
し
か

で
き
な
い
協
働
「
協
働
・
登
米
ス

タ
イ
ル
」
だ
。

　
「
協
働
・
登
米
ス
タ
イ
ル
」の
実

現
は
、誰
の
た
め
で
も
な
く
、市
民

一
人
一
人
の
幸
せ
の
た
め
。さ
あ
、

み
ん
な
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て

い
こ
う
。


